















The Required Abilities for Students in Childcare Training School:
From the Results of the Questionnaire to Directors in Kindergarten
and Nursery School







































調査時期はH19年（6 月〜 7 月）・H20年〜H23年（9 月〜11月）であった。H19年度卒業生から
H22年度卒業生については就職後半年を経た9月から11月にかけて実施したため、在職期間はおおむね
5 ヶ月〜 7 ヶ月となっている。しかし、H17−18年度卒業生については 2 年同時に 6 月に実施したため、
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卒業直後と卒後 3 〜 4 年で求められる資質や専門性についての比較を行った目白大学短期大学部の調
査4）では、卒業直後には責任感や協働性、コミュニーション能力といった「保育士としての資質・能力」
が重視され、3 〜 4 年後ではさらに「自ら指導計画を立てる能力」「全体的な状況を把握する力」「子ど
もへの個々の対応力」といった、応用力や実践力が強く求められるようになる。同調査では、養成校で
ある短期大学が重視する力の程度と保育所が重視する力の程度を比較している。これによると、保育所
は卒業直後の力を卒後 3 〜 4 年間で伸ばそうという考えであるのに対し、短期大学では、保育所が求め
る卒業直後の能力よりも高い力を卒業時の学生に求めているという。養成側はより高いスキルを学生に
つけようと努力しているが現場で求めるものやその意識にギャップがあるのは事実であり、「今後は保
育現場と短期大学が『短期大学卒業時点の保育士ができること』について基準を共有することが必要で
あろう」としている4）。本調査結果からは、「保育者に必要な技術・知識」が数多く挙げられていたが、
この中で、当然有しておくべき基礎学力、在学中に身につけておくべき専門知識、就職後の応用に繋げ
ていける基礎知識というように、本学においてもこの点を整理し、各教員が意識の共有を図って今後の
授業や指導に繋げていくことが大切であると考えられる。
保育者養成への期待に関して幼稚園・保育園園長らに行った高籏3）らの調査でも、養成段階と研修段
階で身につけておくべき保育者に必要とされる力量や資質について、全体に、養成段階よりも研修段階
で身につけるべきことが多いとしている。「心身健康」「職業意義」「病気対処」といった力量について
の項目は養成段階でも必要度のポイントが高く、子どもの心身の健康への配慮だけでなく、病気などの
対処ができること、また保育者としての職業意識の形成が養成段階に強く望まれていた。保育者の資質
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として「規範性」「明朗性」「学究性」はいずれの段階でも必要度のポイントが高く、保育者は幅広い様々
な資質を養成段階から研修段階まで一貫して培うこと、特に積極的に園内外の研修に参加し自身のスキ
ルアップに努めることが求められていることがわかる。
本研究でも、「社会に出る前にすべきこと」として、より多く、積極的に実習を経験すること、また
実習以外にもボランティアなどを通して保育現場での実践をより多く積んでおくことや、さまざまな体
験をして多くの人と出会い、人間性を深めておくことが求められている点が興味深い。目の前の課題や
自分の興味にしか目がいかない今日の学生に、好奇心をもって多くの体験をし、自己研鑚に励む機会を
持つことの重要性を認識させることもまた課題の一つであると考える。
さらに、知識や技術を獲得することに加え、安易な就職にならないよう社会人としての意識づけや仕
事をすることの意味を体得させキャリア形成を助けることが必要である。
 
6．まとめ
卒業生の勤務実態についてのアンケート調査のうち、自由記述から園長・施設長らが保育者養成校に
望むこと、また就職した本学卒業生が評価されていることを分析した。その結果、保育現場ではまず保
育者としての「技術や知識」、「資質」が求められ、次に社会人としての力や保育者として働く意識など
が求められることが明らかとなった。卒業生らはそれぞれが有する資質や人柄、働く姿勢は評価されて
いるが、「保育技術」は十分でないことが明らかとなり、在学中に「保育技術」を一つでも多く身につ
け、保育者としてだけではなく社会人としての高い意識を持って就職をすることが重要であると考えら
れた。
また養成校である本学としては、これら求められる資質をいかに向上させ社会に送り出すか、短期大
学としてできることを考えながら有効なカリキュラムの構築や授業間の連携を図るなど手段を模索して
いく必要があると思われる。
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